
頑張って切るぞ頑張って切るぞ
主な内容

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2-3
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4-5

・・・・・・・・・・・・・・・・ 6-7
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8-9

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10-11
・・・・・・・・・・・・・・・12-13

・・・・ 14-15
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16-17
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19-21

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22

頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ頑張って切るぞ
　10月25日㈯の産業フェスタ２００８で行われた妻有・住まい
を創る会主催の丸太切り大会のひとコマです。大人でも大変な
直径30㎝を超える大きな丸太に、子どもたちも果敢にチャレン
ジ。大きなのこぎりに苦戦しながらも最後まで頑張り見事に切り
落としました。（関連記事16ページ）

愛称「だんだん」は、方言のあいさつ「だんだんどうも」、「河岸段丘・棚田」、「ステップアップ」などを表しています。

●十日町市総合防災訓練実施ほか
●第41回十日町市美術展
●第４回市民スポーツ大会結果ほか
●表彰／協働のまちづくり情報⑦
●高齢者への福祉サービス
●地域の風～支所からのたより～
●ときめきネットワーク／トキめきのキセキほか
●まちの話題 TOPICS
●水道事業のお知らせ
●お知らせ・ガイドほか
●ジュニア芸術祭 －下条小学校－
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十
日
町
市
総
合
防
災
訓
練
実
施

十
日
町
市
総
合
防
災
訓
練
実
施

 
中
越
大
震
災
か
ら
４
年
が
過
ぎ
�
災
害
か
ら
の
復
旧
は
ほ
ぼ
終
わ
り
ま
し
た

が
�
そ
の
後
の
中
越
沖
地
震
を
は
じ
め
自
然
災
害
は
い
つ
ま
た
起
き
る
か
分
か

　
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（
デ
ィ
ー
マ
ッ
ト
）
と
は
、
１
チ
ー

ム
５
人
で
医
師
、
看
護
師
、
調
整
員

に
よ
り
構
成
さ
れ
、ユ
ニ
フ
�
ー
ム
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ゴ
ー
グ
ル
、
安
全
靴

な
ど
を
装
備
し
て
い
ま
す
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
受
け
た
医
療
救
護
班
が
災

害
現
場
に
出
向
き
救
命
率
を
上
げ
る

こ
と
を
目
的
に
誕
生
し
ま
し
た
。
中

越
沖
地
震
で
は
約
40
チ
ー
ム
の
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
が
集
ま
り
活
躍
し
、
脚
光
を
浴

び
ま
し
た
。
現
在
日
本
で
は
約

６
０
０
チ
ー
ム
、
県
内
で
は
12
チ
ー

ム
あ
り
、
十
日
町
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
T
は

今
年
２
月
に
編
成
さ
れ
た
新
し
い
チ

ー
ム
で
す
。

倒壊家屋救助訓練に取り組むDMAT

D
M
A
T

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

　
10
月
26
日
午
前
８
時
56
分
、
中
越
地
方

を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
十
日
町

市
上
山
（
中
里
支
所
管
内
）
で
は
震
度
６

強
を
、
十
日
町
市
役
所
及
び
各
支
所
で
は

震
度
５
強
を
観
測
し
た
。

被
害
想
定

主
な
訓
練
内
容

訓練とはいえ真剣に取り組みました

起震車体験。思った以上に怖いです

　
午
前
９
時
、
中
越
大
震
災
の
犠
牲
者
へ

の
１
分
間
の
黙
と
う
の
後
行
わ
れ
た
訓
練

は
、
自
主
防
災
会
に
よ
る
避
難
訓
練
、
被

害
情
報
収
集
伝
達
訓
練
、
水
消
火
器
初
期

消
火
訓
練
、
濃
煙
通
過
体
験
や
、
市
に
よ

る
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練
、
非
常
通
信

確
保
訓
練
、
被
害
情
報
収
集
伝
達
訓
練
、

緊
急
放
送
訓
練
、
医
師
会
な
ど
に
よ
る
多

数
傷
病
者
応
急
手
当
訓
練
、
県
消
防
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
訓
練
、
消
火

訓
練
、
倒
壊
家
屋
救
助
訓
練
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
り
ま
し
た
。

　
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
助
訓
練
に
は
今
年

２
月
に
設
置
さ
れ
た
十
日
町
病
院
Ｄ
Ｍ

Ａ
T
も
参
加
す
る
な
ど
、
17
機
関
団
体
、

３
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
常
時
か
ら
災
害
に
備
え
て
実
践
的
な

訓
練
を
重
ね
、
市
や
関
係
機
関
は
も
と
よ

り
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
を
通
じ
て
、
日

ご
ろ
か
ら
の
住
民
へ
の
防
災
意
識
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

中
越
大
震
災
か
ら
４
年

成
績
を
あ
げ
、
十
日
町
市
を
国
内
外
に
発

信
し
た
こ
と
で
、
十
日
町
市
長
か
ら
選
手

団
一
人
ひ
と
り
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
で

選
手
の
食
事
な
ど
の
世
話
を
長
年
務
め
て

き
た
林
千
代
さ
ん
に
も
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
選
手
団
は
、
26
日
㈰
に
は
産
業
フ
�
ス

タ
２
０
０
８
を
訪
問
し
、
28
日
㈫
は
市
内

の
小
学
校
を
訪
問
す
る
な
ど
、
市
民
と
の

交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
六
箇
小
学
校
で

は
花
束
と
児
童
が
描
い
た
絵
手
紙
が
選
手

に
贈
ら
れ
、
メ
ダ
リ
ス
ト
の
胸
を
借
り
て

レ
ス
リ
ン
グ
の
交
流
を
し
ま
し
た
。

　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び

２
０
０
８
世
界
選
手
権
東
京
大
会
で
、
全

階
級
メ
ダ
ル
獲
得
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂

げ
た
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
団
十
日
町
凱

旋
報
告
会
が
、
10
月
28
日
㈫
、
市
役
所
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
田
富
昭
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
日
本
選
手
団
団
長
ほ

か
、
選
手
、
コ
ー
チ
は
市
民
か
ら
大
歓
迎

を
受
け
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

団
が
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
指
定
強

化
施
設
の
塩
之
又
「
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道

場
」
で
鍛
錬
し
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

世
界
選
手
権
大
会
に
お
い
て
全
員
入
賞
の

選
手
全
員
の
胸
に
輝
く

メ
ダ
ル

市
民
と
の
交
流

凱旋報告会の選手団。選手全員の胸にメダルが輝きます

六箇小学校児童とレスリングで交流。未来のオリンピック選手
がこの中から出るかもしれません

おいしい米になりました。５月に道場脇の水田に植えた稲を刈
り取りました

̶ 日本中に感動ありがとう ̶̶ 日本中に感動ありがとう ̶

女子レスリングチーム女子レスリングチーム
十日町市凱旋報告会・市民交流

り
ま
せ
ん
�
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
�
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
�
10
月
26
日
㈰
�
ミ
オ
ン
な

か
さ
と
を
主
会
場
に
し
て
十
日
町
市

総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
�
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現代美術
日
本
画

工
　
芸

彫
　
刻

写
　
真

書
　
道

洋
　
画

版
　
画

奨
励
賞
　
横
田
ハ
ル
子
（
小
千
谷
市
）

　
　
　
　
内
山
美
恵
子
（
小
千
谷
市
）

佳
　
作
　
佐
藤
由
雄
、
関
川
捷
次

　
　
　
　
瀬
沼
哲
夫
、
近
藤
忠
男

市
展
賞
　「
大
樹
」

　
　
　
　
樋
口
一
孝
（
四
日
町
３
）

市
展
賞
　「
ほ
ほ
え
み
|
路
傍
の
石
像
|
」

　
　
　
　
小
川
　
仁
（
長
岡
市
）

奨
励
賞
　
米
山
孝
志
（
魚
沼
市
）

佳
　
作
　
松
本
山
丹
、
阿
部
松
三

市
展
賞
　「
里
山
に
舞
う
」

　
　
　
　
小
林
徳
夫
（
中
屋
敷
）

　
　
　
　
※
作
品
は
左
上

奨
励
賞
　
庭
野
孝
枝
（
本
町
７
|

２
）

　
　
　
　
清
水
好
和
（
津
南
町
）

　
　
　
　
丸
山
京
子
（
千
歳
町
２
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
　
　
櫃
間
敏
夫

　
　
　
　（
大
黒
沢
１
）

佳
　
作
　
根
津
一
良

　
　
　
　
樋
口
房
雄

　
　
　
　
関
口
耕
二

　
　
　
　
井
上
明
子

　
　
　
　
東
　
祐
義

　
　
　
　
小
林
幸
一

　
　
　
　
中
町
宏
和

　
　
　
　
草
村
慶
子

　
　
　
　
大
海
由
美

 
第
41
回
十
日
町
市
美
術
展
が
10
月
18
日
㈯
〜
21
日
㈫
の
４
日
間
�
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
�
８
部
門
に
２
６
４
作
品
（
日
本
画
15
�
洋
画
50
�
版
画
10
�
現
代
美
術
５
�
彫
刻
２
�
工

芸
24
�
書
道
51
�
写
真
１
０
７
）
の
応
募
が
あ
り
�
審
査
の
結
果
�
72
作
品
が
入
賞
に
輝
き
ま
し

た
�
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
�（
敬
称
略
）

●問合せ● 中央公民館  ☎ 757-5011

新潟日報美術振興賞　

　　　　中　豊和（稲葉）

佳　作　十日町中学校選択美術

　　　　（新座１）

奨
励
賞
　
星
名
好
男
（
川
治
下
町
２
）

　
　
　
　
瀧
澤
一
之
（
小
千
谷
市
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
　
　
越
村
悦
子
（
四
日
町
新
田
２
）

佳
　
作
　
村
山
大
介
、
五
十
嵐
江
美
子

　
　
　
　
徳
永
隆
男
、
県
立
は
ま
な
す

　
　
　
　
養
護
学
校
工
芸
班
有
志
（
柏
崎
市
）

市
展
賞
　「
虹
の
掛
け
橋
」

　
　
　
　
津
端
　
保
（
津
南
町
）

　
　
　
　
※
作
品
は
下

奨
励
賞
　
鈴
木
洋
一
（
松
代
）

　
　
　
　
伊
東
　
孝
（
小
千
谷
市
）

　
　
　
　
藤
木
雅
彦
（
津
南
町
）

　
　
　
　
茂
野
誠
一
郎
（
高
原
田
）

　
　
　
　
村
山
栄
一
（
新
座
１
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
　
　
保
坂
良
雄
（
津
南
町
）

佳
　
作
　
邨
山
重
信
、
樋
熊
義
則

　
　
　
　
新
保
　
勲
、
髙
橋
健
吉
郎

　
　
　
　
小
野
塚
　
久
、
宮
　
啓
一

　
　
　
　
斎
藤
馨
爾
、
桜
沢
正
司

　
　
　
　
山
本
貴
一
、
大
島
　
実

　
　
　
　
樋
熊
フ
サ
子
、
岩
崎
仁
美

　
　
　
　
仲
　
淳
、
大
口
博
道

市
展
賞
「
雪
山
」

　
　
　
　
藤
岡
一
之
（
南
魚
沼
市
）

奨
励
賞
　
県
立
は
ま
な
す
養
護
学
校

　
　
　
　
３
学
年
（
柏
崎
市
）

市
展
賞
　「
雨
後
秋
山
」

　
　
　
　
庭
野
美
奈
子
（
本
町
６
|

３
）

　
　
　
　
※
作
品
は
下

奨
励
賞
　
杉
本
千
晴
（
十
日
町
市
）

　
　
　
　
山
口
典
子
（
高
田
町
３
南
）

　
　
　
　
西
潟
浩
平
（
福
島
）

　
　
　
　
髙
橋
鉄
子
（
関
口
樋
口
町
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
　
　
中
林
喜
子
（
西
寺
町
）

佳
　
作
　
髙
木
か
ず
美
、
桑
原
洋
子

　
　
　
　
波
形
純
子
、
山
岸
彩
美

　
　
　
　
宮
沢
礼
子
、
斎
藤
馨
爾

　
　
　
　
桑
原
正
明
、
平
賀
良
尊
　
　
　

市
展
賞
　「
無
」　

　
　
　
　
越
村
　
騰
（
新
座
３
）
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十
日
町
市
美
術
展
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10
月
20
日
㈪
、
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー

で
秋
季
各
種
全
国
大
会
の
出
場
選
手
激
励

壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
と
選
手

名
・
所
属
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆
第
39
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上

競
技
大
会
（
10
月
24
日
㈮
〜
26
日
㈰
／
神

奈
川
県
横
浜
市
）

岩
崎
領
、目
黒
み
の
り（
以
上
十
日
町
中
）、

佐
藤
里
奈
（
中
条
中
）、
相
馬
由
佳
（
川

西
中
）、
服
部
勇
馬
（
中
里
中
）、
田
村
和

基
（
下
条
中
）

◆
第
57
回
全
国
青
年
大
会
（
11
月
７
日
㈮

〜
９
日
㈰
／
東
京
都
目
黒
区
）

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

：

十
日
町
チ
ー
ム
（
滝

沢
彰
宏
、
高
橋
正
樹
、
大
島
研
一
、
金
子

将
大
、
岩
田
勇
起
、
曽
根
忠
之
、
南
雲
清

吉
、
大
島
広
輝
、
村
山
克
也
、
大
渓
文
祥
）

全国大会入賞　
　　おめでとう！

　10月24日㈮、第８回全国障害者スポー

ツ大会（10月11日㈯〜13日（体育の日）、

大分県大分市）に出場した阿部尋喜選手

（稲荷町３北・48歳　写真前列左から４番

目）の成績報告会がなごみの家で行われま

した。阿部選手は、陸上競技40歳以上の

部男子100Ｍ・立ち幅跳びの２種目に出場

し、見事８年連続の２冠を達成しました。

全国大会出場選手を紹介します

　10月13日（体育の日）を中心に、第４回市民スポーツ大会が開催され、大勢の参加者が

さわやかな汗を流しました。各競技の優勝選手・チームを紹介します。（敬称略）

サ ッ カ ー フットサル ＮＲＴ１９７６
ゲ ー ト ボ ー ル 田麦福寿会

野 球
400歳野球 ウエストタイガー
少年
野球

小学６年 十日町小ファイターズ
小学５年以下 水沢カブスＪｒ

ソ フ ト ボ ー ル ソフトボール オールウェイズ
バ レ ー ボ ー ル パパママバレー 松代
ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル パワーズ

バ ド ミ ン ト ン 
（ ジ ュ ニ ア ）

シ
ン
グ
ル
ス

小学３・４年
男子

武田涼馬
（松代ＪＢＣ）

小学３・４年
女子

富澤歩美
（Ｔ・Ｂ・Ｃ）

小学５・６年
男子

春日智昭
（十日町バドミントン少年団）

小学５・６年
女子

丸山奈実衣
（Ｔ・Ｂ・Ｃ）

中学男子 目黒良真
（十日町バドミントン少年団）

中学女子 高橋璃奈
（十日町バドミントン少年団）

ダ
ブ
ル
ス

小学男子 澤潟圭・春日智昭
（十日町バドミントン少年団）

小学女子 丸山奈実衣・山本悠莉
（Ｔ・Ｂ・Ｃ）

中学男子 目黒良真・小海芳成
（十日町バドミントン少年団）

中学女子 春日歩美・高橋璃奈
（十日町バドミントン少年団）

バ ド ミ ン ト ン 
（ 一 般 ）

シ
ン
グ
ル
ス

男子Ａ 樋熊瑞生
（川西）

男子Ｂ 大口修一
（ウィング）

女子 武田千尋
（十日町女子）

ダ
ブ
ル
ス

男子Ａ 生越淳・樋熊瑞生
（川西）

男子Ｂ 山口恭平・高野哲
（十日町総合高）

女子 伊藤晶子・外山薫
（十日町女子）

体 操
小学女子Ａ 伊藤楓夏

（川治小）

小学女子Ｂ 池田杏
（川治小）

ソ フ ト テ ニ ス

一般男子Ａ 宮沢佳吾・根津具隆
（十中ＯＢ）

一般男子Ｂ 長津大河・宮内大輔
（南中）

一般女子Ａ 野上悦子・柳直子
（アディーン・ＬＳＴ）

一般女子Ｂ 高橋里香子・清水七夕美
（川西中）

婦人 清水美千子・関口智子
（ＬＳＴ）

テ ニ ス

男子シングルスＡ 山口裕
（ＬＴＣ）

男子シングルスＢ 長谷川克巳
（ＬＴＣ）

女子シングルスＡ 中澤綾子
（津南ＴＡ）

女子シングルスＢ 太田清美
（ＪＴＣ）

陸 上 競 技

ち
び
っ
こ
ラ
ン

小学低学年
男子

太島綾志
（城ヶ丘ＸＣ）

小学低学年
女子

宮園侑希
（城ヶ丘ＸＣ）

小学高学年
男子

庭野司
（城ヶ丘ＸＣ）

小学高学年
女子

滝沢すみれ
（城ヶ丘ＸＣ）

４
×
１
０
０
ｍ

リ
レ
ー　
　
　

ファミリー
スマイリーズ

（小川まどか、桾澤薫、児玉
　怜美、宮澤璃々）

一　　　般
ラブリー十日町総合～再び～

（柳満貴、村山敬太、油科勇、  
　阿部駿平）

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

リ
レ
ー ファミリー

大橋ファミリープラスＡ
（大橋健、大橋直、阿部由明、
　大橋城）

一　　　般
城ヶ丘コーチ

（根津洋平、太島誠、宮園健吾、  
　飯塚裕喜）

駅 伝

小学生 浦田ふんばるんズ
（浦田小）

中学生 CLANNAD
（松之山中）

高校・一般 Tobashiya 
（安塚高松之山分校）

ゆとり 三省の風 
（三省地区体協）

卓 球

中学１年男子 小川陽平
（川西中）

中学１年女子 井上加奈
（十日町中）

中学２年男子 宮澤僚太
（水沢中）

中学２年女子 根津光
（十日町中）

一般男子 庭野誠也
（下条クラブ）

一般女子 中澤真紀
（妻有クラブ）

シニア 高野恒善
（水沢クラブ）

柔 道

小学１・２年 小野塚賢人
（津南小）

小学３・４年 風巻光
（津南小）

小学５・６年 番場成輝
（津南小）

中学１年 畑中紀章
（川西中）

中学２・３年 庭野亮
（十日町中）

一般・高校　軽量 星名豪紀
（川西柔道会）

一般・高校　重量 丸山勝之
（十日町柔道会）

一般・高校・中学
女子

畑中沙桜里
（川西中）

空 手

幼児・小学１・２
年形

柳泰生
（中条小）

小学３・４年形 矢野智夏子
（下条小）

小学５・６年形 矢野智士
（下条小）

中学・高校女子形 高岳結
（十日町高）

小学１・２年組手 渡辺駆
（関原小）

小学３・４年組手 渡辺駿
（関原小）

小学５・６年組手 樋口凱
（長岡青葉台小）

バ ス ケ ッ
ト ボ ー ル

一般男子の部 庭純
シニア ＧＧ’Ｓ

剣 道
小学４年以下 山本泰直
小学５・６年 小海謙太
中学生 小宮山拓巳

相 撲

団体 東小

小学１年 永井誓良
（橘小）

小学２年 山田航平
（橘小）

小学３年 藤ノ木颯
（東小）

小学４年 高野正隆
（馬場小）

小学５年 片桐瞬
（橘小）

市民ハイキング 行き先　群馬県　
榛名山・掃部が岳 参加者　46人

第23回中里健康
ウォーク兼
第12回ミオンウ
ォーク

行き先　ミオンな
かさと～津南町鹿
渡～周回コース

参加者　69人

種　　目 種　　別 １　　位 種　　目 種　　別 １　　位

種　　目 種　　別 １　　位 種　　目 種　　別 １　　位

市民スポーツ大会市民スポーツ大会市民スポーツ大会回第4
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表　彰
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
⑦

ご
協
力
に
感
謝

和やかな雰囲気で行われたヒアリング（10月29日㈬）

市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
終
了

行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
指
針
の
検
討
が
始
ま
り
ま
す

市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
終
了

行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
指
針
の
検
討
が
始
ま
り
ま
す

法
務
大
臣
表
彰

法
務
大
臣
表
彰

県
知
事
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

石黒　良泉さん
(室野・53歳)

  

永
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
に
従
事

し
た
功
績
で
、
石
黒
良
泉
さ
ん
が
法
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
石
黒
さ
ん
は
、
平
成
元
年
12
月
に
法
務

大
臣
の
委
嘱
を
受
け
、
現
在
ま
で
６
期
に

（
人
権
擁
護
委
員
功
労
）

（
保
護
司
功
労
）

（
優
秀
勤
労
障
害
者
）

（
優
秀
勤
労
障
害
者
）

わ
た
り
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。
豊
富
な

経
験
と
知
識
を
生
か
し
、
人
権
相
談
や
地

域
に
お
け
る
人
権
啓
発
活
動
な
ど
多
方
面

で
人
権
擁
護
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
石
黒
さ
ん
は
、「
人
権
擁
護
委
員
は
人

権
相
談
を
は
じ
め
地
域
住
民
の
よ
ろ
ず
相

談
を
受
け
ま
す
が
、講
話
や
ビ
デ
オ
鑑
賞
、

紙
芝
居
を
と
お
し
て
、
以
前
か
ら
子
ど
も

へ
の
人
権
意
識
向
上
の
啓
発
活
動
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。
善
悪
を
判
断
す
る
力

を
身
に
付
け
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
人
権

に
関
し
て
意
識
す
る
こ
と
で
、
心
豊
か
な

人
間
を
育
て
ま
す
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
地
域
の
力
を
借
り
な
が
ら
、

よ
り
良
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
永
年
に
わ
た
り
保
護
司
を
務
め
て
い
る

功
績
で
、
鈴
木
一
昭
さ
ん
が
法
務
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
平
成
元
年
４
月
か
ら
保

護
司
を
務
め
、平
成
13
年
か
ら
は
十
日
町
・

鈴木　一昭さん
(重地・74歳)

津
南
地
区
保
護
司
会
の
理
事
に
、
ま
た
平

成
18
年
か
ら
は
同
地
区
保
護
司
会
副
会
長

及
び
中
里
分
区
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

保
護
司
は
、
法
務
大
臣
か
ら
嘱
託
さ
れ
た

無
給
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
豊
富
な
経
験

や
知
識
か
ら
、
罪
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直

り
の
支
援
と
犯
罪
予
防
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、「
人
を
陰
で
支
え
て
更
生

さ
せ
る
活
動
が
認
め
ら
れ
て
う
れ
し
い
で

す
。
人
を
更
生
さ
せ
る
う
え
で
大
切
な
こ

と
は
、
お
互
い
を
信
じ
合
う
こ
と
。
し
か

り
つ
け
る
こ
と
も
と
き
に
は
必
要
で
す
が
、

ほ
め
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
家
族

を
大
切
に
し
て
支
え
合
う
こ
と
の
重
要
さ

を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
保
坂
さ
ん
は
心
臓
機
能
障
害
1
級
の
障

害
を
持
ち
な
が
ら
、
月
に
１
度
の
定
期
検

診
以
外
は
欠
勤
も
な
く
優
秀
な
成
績
で
勤

続
20
年
を
達
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

優
秀
勤
労
障
害
者
と
し
て
こ
の
ほ
ど
表
彰

保坂　政芳さん

(姿・41歳)

さ
れ
ま
し
た
。

　
勤
務
先
の
㈱
き
も
の
ブ
レ
イ
ン
で
は
商

品
加
工
部
修
正
デ
ザ
イ
ン
課
の
班
長
と
し

て
、
後
輩
の
指
導
に
当
た
る
立
場
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
社
で
も
５

人
し
か
い
な
い
と
い
う
難
関
試
験
の
染
色

補
正
士
の
国
家
試
験
に
も
、
昨
年
合
格
し

ま
し
た
。

　
保
坂
さ
ん
は
、「
名
誉
あ
る
賞
を
い
た

だ
い
て
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
１
年
１
年
の

積
み
重
ね
の
結
果
が
賞
に
つ
な
が
っ
た
と

思
い
ま
す
。
自
分
一
人
で
い
た
だ
い
た
賞

で
は
な
く
、
周
り
の
人
の
お
か
げ
で
す
。

今
後
こ
れ
を
励
み
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

小川　勝志さん
(尾崎・36歳)

　
小
川
さ
ん
は
知
的
障
害
を
抱
え
な
が
ら

も
、
㈱
き
も
の
ブ
レ
イ
ン
で
欠
勤
も
ほ
と

ん
ど
な
く
勤
続
15
年
を
達
成
し
、
県
知
事

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。「
う
れ
し
い
の

一
言
で
す
」と
喜
び
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

　さまざまな分野で永年にわたり活躍・貢献し

た皆さんが国・県から表彰されました。晴れの

栄誉に輝いた皆さん、おめでとうございます。

おめ
でとうございます 

９
月
か
ら
始
ま
�
た
市
民
活
動
団
体
（
グ
ル
�
プ
）
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

終
了
し
ま
し
た
�
市
内
で
活
動
す
る
多
く
の
団
体
の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
意

見
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
�
今
後
は
�
行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経

て
�
市
民
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
委
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
推
進
指
針
の
策
定
作

業
に
入
�
て
い
き
ま
す
�

　
9
月
か
ら
、
26
人
の
職
員
プ
ロ
ジ
�
ク

ト
チ
ー
ム
が
５
班
に
分
か
れ
て
、
延
べ
74

回
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
た
市
民
活
動
団

体
の
グ
ル
ー
プ
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
、
10
月
い

っ
ぱ
い
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
農
繁
期
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

集
中
す
る
時
期
の
実
施
だ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
５
０
０
近
い
団
体
の
関
係
者
の

皆
さ
ん
か
ら
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
貴
重
な

意
見
・
提
言
な
ど
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
の
概
要
は
、
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
現
在
、
市
民
活
動
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

内
容
を
と
り
ま
と
め
中
で
す
が
、
そ
れ
を

受
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
市
の
関
係
部
局
の

対
応
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
聞
き
取
り

を
す
る
行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。
そ
の

後
、
市
民
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
委
員
と
職
員
チ

ー
ム
合
同
で
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

指
針
」
や
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル

事
業
」
の
検
討
作
業
に
入
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
を

発
表
す
る
機
会
と
し
て
、
来
年
３
月
１
日

㈰
に
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
�
ー
ラ
ム

（
仮
称
）」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
全
国

で
活
躍
す
る
専
門
家
の
講
演
や
地
域
の
実

践
者
の
発
表
・
意
見
交
換
な
ど
を
実
施
す

る
予
定
で
す
が
、
こ
れ
も
市
民
・
職
員
合

同
チ
ー
ム
で
企
画
・
運
営
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
 
総
合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ

 
く
り
推
進
室
 
☎
７
５
７
︱
３
６
９
３

 （
内
線
２
３
７
）

３
月
に
協
働
フ
ォ
ー
ラ
ム

合
同
チ
ー
ム
で
検
討

「協働のまちづくり」推進の流れ

①協働のまちづくりへ向けた現状認識

②「協働のまちづくり」モデル事業・施策の検討

③「協働のまちづくり」推進指針の検討

市民ヒアリングによる市民意
識・活動の現状把握〈終了〉

行政ヒアリングによる行政の
取り組みの現状把握

モデル事業の位置付け モデル事業の抽出 モデル事業の進め方

モデル事業
推進のため
の予算化進め方（シナリオ） 当面必要な制度 当面必要な体制

〔来年度〕 ●モデル事業・施策を実施し、その実績を評価する。
　　　　 ●「協働のまちづくり」推進指針を見直す。
　　　　 ●再来年度のモデル事業・施策に結び付ける。
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一
人
暮
ら
し
な
ど
で
家
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
な
人
や
友
だ
ち
が
ほ
し
い
人
な
ど

が
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
楽
し
い
趣
味
活
動

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
な
ど
で
調
理
が
困
難
な
人

に
、
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
て
昼
食
を

届
け
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
な
ど
の
人
に
、
急
に
具
合

が
悪
く
な
っ
た
と
き
に
電
話
回
線
を
利
用

し
て
身
近
な
人
に
知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
の

貸
与
や
、
自
動
消
火
器
・
火
災
報
知
器
・

電
磁
調
理
器
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

　
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
数
日
間
泊
ま
っ

て
、
生
活
習
慣
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
体

調
を
整
え
ま
す
。

　
市
民
税
均
等
割
以
下
世
帯
で
、
市
内
に

子
が
い
な
く
親
族
か
ら
の
支
援
が
得
ら
れ

な
い
要
援
護
高
齢
者
な
ど
に
除
雪
に
か
か

る
経
費
及
び
本
年
度
か
ら
は
、
融
雪
屋
根

に
か
か
る
経
費
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

配
食
サ
ー
ビ
ス

緊
急
通
報
装
置
貸
与
・

　
　  

日
常
生
活
用
具
給
付

生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊

除
排
雪
援
助

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
一
人
暮
ら
し
な
ど

の
人
の
家
を
訪
問
し
て
、
調
理
や
洗
濯
な

ど
の
家
事
を
い
っ
し
ょ
に
行
っ
た
り
、
相

談
を
受
け
た
り
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
で
、
一
般
の
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
在
宅
高
齢
者
に

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
支
給
し
ま
す
。

◆
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
支
給
事
業

　
介
護
保
険
の
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を

受
け
て
い
る
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高
齢

自
立
者
向
け
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

者
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
に
、
月

５
、
０
０
０
円
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

◆
紙
お
む
つ
等
購
入
費
支
給
事
業

　
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
、
常
時
排
せ

つ
障
害
が
あ
り
、
紙
お
む
つ
・
補
助
パ
ッ

ド
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
に
、
購
入
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
家
族
介
護
慰
労
事
業

　
要
介
護
４
・
５
相
当
の
高
齢
者
を
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
使
わ
ず
に
１
年
以
上

自
宅
で
介
護
し
て
い
る
市
民
税
非
課
税
世

帯
に
、
10
万
円
の
慰
労
金
を
支
払
い
ま

す
。

■
問
合
せ

　
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
・
お
と
し
よ
り
相

 
談
係
☎
７
５
７
︱
９
７
５
８

 
ま
た
は
各
支
所
市
民
課

寝
た
き
り
・
認
知
症

     

高
齢
者
の
家
族
支
援

　19年度の老人医療費の総額は72億2,600万

円で、18年度より２億円の減額（2.70％減）

でした。しかし、19年度の１人当たり老人医

療費は67万9,212円で、18年度に比べて9,212

円増えています。医療費の増加は、保険税（料）

に跳ね返ってくることになります。「かかりつ

け医」を決めて上手な健康管理を心がけ、医療

費を有効に使いましょう。

ご存じですか？

十日町市の老人医療費

問合せ　介護国保課国保係　☎757-3735

　
高
齢
者
虐
待
は
、
高
齢
者
の
権
利
を
侵

害
す
る
行
為
の
こ
と
で
す
。
主
に
、
次
の

５
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
た
た
く
な
ど
の
身
体
的
虐
待

②
介
護
・
世
話
の
放
棄
や
放
任

③
脅
し
や
の
の
し
り
な
ど
の
心
理
的
虐
待

④
性
的
虐
待

⑤
本
人
の
合
意
な
し
に
、
財
産
や
年
金
を

使
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
経
済
的
虐
待

　
高
齢
者
の
生
命
や
身
体
に
重
大
な
危
機

が
生
じ
て
い
る
場
合
は
、
発
見
し
た
人
や

本
人
が
市
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

義
務
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
っ
て

　
　
　

ど
ん
な
こ
と
？

　
ま
ず
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市

の
職
員
が
事
実
確
認
を
調
査
し
ま
す
。
調

査
は
、
高
齢
者
や
養
護
者
の
権
利
を
侵
害

し
な
い
方
法
で
行
い
ま
す
。

　
次
に
、
高
齢
者
や
養
護
者
の
相
談
・
指

導
を
行
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど

で
対
応
し
ま
す
。
し
か
し
、
解
決
が
難
し

い
場
合
が
多
く
、
長
期
に
わ
た
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
気
に
な
る
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
そ

の
情
報
を
地
域
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
連
絡
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
固
く
守
り
ま
す
。

発
見
し
た
ら

　
　
　

ど
う
す
る
の
？

通
報
し
た
後
は

　
　
　

ど
う
な
る
の
？

虐
待
か
も
し
れ
な
い
と

　
　
　
　
　

思
っ
た
ら

 
平
成
18
年
４
月
１
日
に
﹁
高
齢
者
虐
待
の
防
止
�
高
齢
者
の
養
護
者
支
援
等
に
関
す
る
法
律
﹂
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
�
施
設
入
所
者
を
含
め
た
65
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す
�
養
護
者
（
虐
待
者
）
へ
の
支
援
も
併
せ
て
行

い
ま
す
の
で
�
虐
待
者
を
罰
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
�

 
市
で
は
�
民
生
委
員
や
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
か
ら
の
相
談
が
平
成
18
年
度
は
29
件
�
19
年
度
は
42
件
あ
り

ま
し
た
�
ま
だ
ま
だ
﹁
親
子
げ
ん
か
や
夫
婦
げ
ん
か
の
範
囲
だ
﹂
と
思
�
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
�

〜
高
齢
者
の
権
利
擁
護
の
た
め
に
〜

事業所名 所在地・電話番号
担当地域
（担当地区）

地域包括支援センター

十　日　町
（福祉課おとしより相談係）

〒948-8501　　　　

十日町市千歳町３-３

☎757-9758

　　　（内線146・193）

川　西

松　代

松之山

地域包括支援センター

三好園しんざ

〒948-0003　　　　

　十日町市新座甲609-２

☎750-5380

十日町

十　日　町
新座大井田
中条・下条

地域包括支援センター

つまりの里

〒949-8525　　　　

　十日町市新宮乙195-３

☎758-2324

中　里

十日町

川治・六箇
吉田・水沢

《十日町市の地域包括支援センター》

（ ）

（ ）

72
億
２
、
６
０
０
万
円

0

10

60

70

80

90

0

10

40

50

60

70

19
年
度

18
年
度

17
年
度

16
年
度

15
年
度

66.5万円 67.9万円

62.0万円
67.0万円61.9万円

75
億
８
、
６
０
０
万
円

77
億
１
、
１
０
０
万
円

74
億
２
、
６
０
０
万
円

79
億
２
、
０
０
０
万
円

（万円）（億円）

年間総医療費の推移（億円）

年間１人当たり医療費の推移（万円）

　高齢者が生きがいを持って暮らせるよう、いろいろなサービスを行っ
ています。現在行っている主なサービスは次のとおりです。

知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
」

高齢者への
　　福祉サービス
高齢者への
　　福祉サービス
高齢者への
　　福祉サービス
高齢者への
　　福祉サービス
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第14回
まつのやま湯鳥駅伝大会開催

　
10
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
、
川
西
地
域
で

平
成
20
年
度
全
国
川
西
会
議
・
全
国
川
西

商
工
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
川
西
会
議
（
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
）

は
、
平
成
７
年
に
兵
庫
県
川
西
市
が
阪

神
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
た
際
、
当
時
の

南
雲
春
雄
川
西
町
長
が
お
見
舞
い
に
駆
け

付
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の

後
、
山
形
県
川
西
町
・
奈
良
県
川
西
町
も

参
画
し
て
平
成
９
年
に
発
足
。
以
降
12
年

間
、
４
県
が
持
ち
回
り
で
毎
年
総
会
を
開

催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
交
流

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
行
政
間
の
交

流
に
追
随
す
る
形
で
、
各
市
町
の
商
工
会

で
も
平
成
13
年
か
ら
同
じ
よ
う
に
全
国
川

西
商
工
サ
ミ
ッ
ト
を
毎
年
開
催
し
、
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
度
、
発
足
以
来
初
め
て
と

な
る
全
国
川
西
会
議
・
全
国
川
西
商
工
サ

ミ
ッ
ト
同
時
開
催
を
試
み
、
あ
ら
ゆ
る
面

で
一
層
の
交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
４
県

の
関
係
者
が
川
西
地
域
に
集
い
ま
し
た
。

25
日
㈯
に
は
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
全
体
開
会
式
・
全
国
川
西
会

議
総
会
・
全
国
川
西
物
産

展
な
ど
が
行
わ
れ
、
夕
方

に
は
盛
大
に
全
体
交
流
会

を
開
催
。
26
日
㈰
は
施
設
・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
視
察
見

学
し
ま
し
た
。『
か
わ
に

し
』
の
名
が
つ
な
い
だ
、

日
本
全
国
へ
の
き
ず
な
を

実
感
で
き
る
、
充
実
し
た

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　　10月26日㈰、松之山農業祭が自然休養村センター

で開催され、約1,500人の人出でにぎわいました。開幕

と同時に野菜販売コーナーには市民や観光客がどっと押

しかけ、キャベツやレンコンなどを買い求めていました。

味どころサービスでは、新米のおにぎりや手打ちそばな

どに来場者たちは舌鼓を打っていました。また、恒例の

もちつき大会では、つきたてのもちを求めて長い行列が

でき、収穫を喜び味覚を味わう農業祭は、秋の恵みを満

喫するにぎわいの一日となりました。

第27回 松之山農業祭

　10月11日㈯、松之山クロスカントリーコース

で、第14回まつのやま湯鳥駅伝大会が開催され

ました。幼児から大人まで、29チーム・221人

が参加し、熱いレースが繰り広げられました。「小

学生の部」、「中学生の部」、「高校・一般の部」、「ゆ

とりの部」の４部門に分かれて行われた選手の力

走に、コース沿いでは保護者などから盛んに声援

が送られていました。

にぎわいを見せた全国川西物産展

皆さん真剣に、楽しみながら取り組んでいました

活発な意見交換が行われました

　10月12日㈰、市消防団川西方面隊（田口信雄方面隊長）

の平成20年度秋季消防演習が、川西中学校で開催されまし

た。ポンプ操法訓練は、来年の県消防大会の出場権をかけ

た十日町地区支会代表選考会も兼ねて行われ、各分団から

選ばれた精鋭５チームが出場。日ごろ鍛え上げた訓練の成

果を競い合いました。各チームとも、全力を尽くした選考

会の結果、第３分団の橘チームが優勝し、見事代表の座を

勝ち取りました。来賓として参加した県議会議員、市議会

議員からは、演習に参加した消防団員へ、労いと今後のさ

らなる活躍を期待する激励の言葉がかけられていました。

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
…

　
　
　
　
寝
た
き
り
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
寝
た
き
り
予
防
の
た
め
、

「
特
定
高
齢
者
通
所
型
介
護
予
防
事
業
」
を
実
施

し
、
９
か
所
で
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
川
西
地
域
で
は
「
健
康
体
操
教
室
」
と
銘
打
ち
、

脳
の
老
化
を
防
ぎ
、
筋
肉
を
強
く
す
る
体
操
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
認
知
症
や
脳
卒
中

の
予
防
や
、
足
腰
の
痛
み
の
軽
減
、
体
力
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
23
日
㈭
に
は
、
は
あ
と
ふ
る
川
西
（
田
中

町
）
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
講
師
と

と
も
に
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

広
が
る
『
か
わ
に
し
』
の
輪
・
和
・
話

全
国
川
西
会
議
・
全
国
川
西
商
工
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

広
が
る
『
か
わ
に
し
』
の
輪
・
和
・
話

全
国
川
西
会
議
・
全
国
川
西
商
工
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

消防団川西方面隊消防演習を開催

行
わ
れ
た
テ
ー
マ
ト
ー
ク
で
は
２
人
の
住

民
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
高
橋
英
一

さ
ん
（
中
尾
・
74
歳
）
か
ら
は
、「
限
界

集
落
へ
の
特
別
な
対
応
に
つ
い
て
」
な
ど

の
質
問
や
要
望
が
あ
り
、
市
長
は
、「
75

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
老
人
家
庭
へ
の
緊

急
通
報
装
置
の
設
置
や
、
里
山
セ
ン
タ
ー

を
立
ち
上
げ
て
集
落
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
具

体
的
な
支
援
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
コ
メ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

滝
澤
繁
さ
ん
（
兎
口
・
53
歳
）
か
ら
は
、「
山

間
地
農
業
を
守
り
、
離
脱
者
が
出
な
い
よ

う
な
工
夫
は
」
な
ど
の
質
問
が
行
わ
れ
、

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
制
度
を
う

ま
く
利
用
し
て
ほ
し
い
。
来
年
に
は
全
国

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
が
松
代
・
松
之
山
地
域
を

中
心
に
開
催
さ
れ
る
の
で
、
同
じ
山
間
地

農
業
の
課
題
を
持
つ
全
国
の
関
係
者
が
一

同
に
会
し
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
市
長
が
コ
メ
ン
ト
。
こ
の
ほ
か
、

追
加
質
問
や
フ
リ
ー
ト
ー
ク
に
よ
る
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、
会
場
に
訪
れ
た
参
加
者

75
人
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
29
日
㈬
、
松
之
山
自
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
で
市
民
と
市
長
と
の
対
話「
ま
ち
・

む
ら
ト
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
「
ま
ち
・
む
ら
ト
ー
ク
」
は
、
市
が
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
に
す
え
た

「
自
立
と
協
働
」
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要

性
・
重
要
性
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
理

解
し
、実
行
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　
松
之
山
会
場
で
は
「
高
齢
化
対
策
と
農

業
の
活
性
化
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
、
田
口
市
長
の
ト
ー
ク
に
続
い
て

高
齢
化
対
策
と
農
業
の
活
性
化
に
向
け
て

　 

松
之
山
地
域
「
ま
ち
・
む
ら
ト
ー
ク
」
開
催

﹃
故
郷
を
守
る
﹄
そ
の
心
が
、
最
大
の
自

主
防
災
力
で
す
（
写
真
は
優
勝
し
た
橘
チ

ー
ム
の
操
法
）
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山岸 沙映
    ちゃん

やまぎし　さえちゃん
平成16年９月13日生まれ
松之山

 人見知りしないでいつも元気いっぱいのさえちゃ
んは、１月に生まれた妹・りこちゃんとたくさん遊
んでくれる優しいお姉ちゃん。保育園で、はやって
いる病院ごっこでは、「くすりやさんをやるんだよ！」

鈴木 海
    ちゃん

すずき　うみちゃん
平成19年３月22日生まれ
倉俣

 とっても活発なうみちゃんは、おさんぽをしたり、
外で遊んだりするのが大好き。仲良しのそらお姉ち
ゃんが小学校から帰ってくると、うれしくて、いつ
も欠かさずお出迎えをしているうみちゃんです。

目標はあこがれの先輩に追いつくこと
　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
車
が
好
き
で
、
将
来
は
自
動
車

の
整
備
士
に
な
ろ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
就
職
し

て
3
年
目
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
今
は
車
検
と
点
検
を
中
心
に
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
毎
日
残
業
で
忙
し
い
で
す
が
、
楽
し

く
仕
事
し
て
い
る
の
で
不
満
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
ま
の
休
み
の
日
は
、
も
っ
ぱ
ら
走
り
こ
ん
で
い

ま
す
。
陸
上
が
好
き
な
ん
で
す
よ
。
11
月
は
陸
上
の

記
録
会
が
あ
る
の
で
、
ほ
か
の
選
手
に
負
け
な
い
よ

う
に
一
生
懸
命
練
習
し
て
い
ま
す
。
自
宅
で
は
最
近

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
に
お

い
を
か
い
で
、リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
の
が
い
い
で
す
ね
。

　
尊
敬
し
て
い
る
先
輩
が
、
昨
年
ほ
か
の
店
に
異
動

し
ま
し
た
。仕
事
に
厳
し
く
と
て
も
怖
い
人
で
す
が
、

入
社
時
か
ら
面
倒
を
見
て
く
れ
て
自
分
に
や
さ
し
く

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
先
輩
は
年
が
４
つ
し
か
違

わ
な
い
の
に
仕
事
が
す
ご
い
出
来
る
ん
で
す
よ
。
勉

強
も
で
き
る
し
仕
事
も
で
き
る
。
少
し
で
も
そ
の
先

輩
に
近
づ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

◯41

トキめき新潟国体公式ポスターが
できました！

　トキめき新潟国体冬季大会・トキめき新潟国体本大

会・トキめき新潟大会（障害者スポーツ大会）の公式

ポスターが完成しました。十日町市実行委員会では掲

示していただける個人・団体・商店・施設などを募

集しています。協力い

ただける場合は事務局

（国体準備室）までご

連絡ください。トキめ

き新潟国体の成功に向

けて、街中をポスター

で飾りましょう。

※ポスターは３枚並べ

て掲示するとより効果

的です！

41

　
寒
く
な
り
空
気
が
乾
燥
す
る
冬

は
、
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は

じ
め
と
す
る
感
染
症
が
流
行
す
る
季

節
で
す
。
感
染
症
の
原
因
で
あ
る
ウ

イ
ル
ス
や
細
菌
は
、
感
染
し
た
人
の

せ
き
や
く
し
�
み
、
つ
ば
な
ど
の
し

ぶ
き
と
と
も
に
飛
び
散
る
た
め
、
周

囲
の
人
が
吸
い
込
ん
だ
り
、
ウ
イ
ル

ス
な
ど
が
付
い
た
手
す
り
や
お
金
に

触
っ
た
手
で
鼻
や
口
を
触
っ
た
り
す

る
こ
と
で
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
、
外
出
後
や
調
理
・

食
事
の
前
な
ど
に
「
手
洗
い
」「
う

が
い
」
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、十
分
に
栄
養
や
睡
眠
を
と
り
、

体
力
や
抵
抗
力
を
高
め
て
体
調
管
理

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

︽
手
洗
い
の
方
法
︾

①
は
じ
め
に
流
水
で
洗
い
流
す
。

②
石
け
ん
を
使
い
、
手
の
甲
・
指
や

 
つ
め
の
間
な
ど
も
洗
い
残
し
の
な

 
い
よ
う
に
、
指
先
か
ら
手
首
ま
で

 
丁
寧
に
洗
う
。

③
汚
れ
た
手
で
触
っ
た
蛇
口
は
最
後

 
に
水
を
か
け
、
き
れ
い
に
し
て
か

 
ら
止
め
る
。

④
清
潔
な
タ
オ
ル
で
よ
く
ふ
く
。

︽
う
が
い
の
方
法
︾

①
水
を
含
み
、
強
く
ク
チ
�
ク
チ
�

 
し
な
が
ら
２
�
３
回
洗
い
流
す
。

②
上
を
向
い
て
、
の
ど
の
奥
の
方
で

 
10
�
15
秒
く
ら
い
ガ
ラ
ガ
ラ
と
う

 
が
い
を
す
る
。

③
仕
上
げ
に
も
う
一
度
、
ガ
ラ
ガ
ラ

 
と
う
が
い
を
す
る
。

　
せ
き
や
く
し
�
み
を
す
る
と
き

は
、「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

 

感
染
症
を
防
ぐ
た
め
に

 

周
囲
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に

 

冬
・
感
染
症
の
流
行
本
番
で
す

〜﹁
手
洗
い
﹂﹁
う
が
い
﹂﹁
咳せ

き

エ
チ
ケ
ッ
ト
﹂を
行
い
ま
し
�
う
！
〜

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

○
せ
き
や
く
し
�
み
な
ど
の
症

状
が
あ
る
人
は
、
必
ず
マ
ス

ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
せ
き
や
く
し
�
み
を
す
る
と

き
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で

口
や
鼻
を
押
さ
え
、
ほ
か
の

人
か
ら
顔
を
そ
む
け
ま
し
ょ

う
。

○
使
用
後
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

は
、
す
ぐ
に
ご
み
箱
に
捨
て

ま
し
ょ
う
。

○
せ
き
や
く
し
�
み
の
後
は
、

石
け
ん
を
使
用
し
て
手
を
よ

く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

髙橋　一生 さん
1985年生

新潟日産自動車㈱十日町店
（ブルーステージ）勤務

先月の池田美樹さんからのバトンタッチ。

トッキッキダンス指導者講習会を
開催します！

　トキめき新潟国体イメージソング「ガムシャラな風に

なれ」トッキッキダンスの指導者講習会を、11月14日

㈮午後７時から総合体育館で開催します。アルビレック

スチアリーダーズを講師に迎え、中学生以上はだれでも

参加できる大人一般向けの

講習会です。参加費無料、

事前申込み不要です。上履

きを用意し、動きやすい服

装でお越しください。

冬季大会ポスター 本大会ポスター 障害者スポーツ大会ポスター
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我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係☎757-3112（内線213）まで

スポーツ振興課国体準備室　☎７５２̶３１０３

問合せ 健康支援課母子保健係
TEL757-9759（直通）



　十日町地域の各産業界が連携し、総力を結集して「元気な十日町ブ
ランド」を市内外に情報発信するために、10月25日㈯・26日㈰を中
心に、十日町産業フェスタ2008が開催されました。十日町商工会議
所が中心になり、各業界団体や行政、観光協会を主要構成団体とした
実行委員会を組織し、「MADE　IN　十日町大集合！☆職・織・食・
SHOCKING ～！まるごと体験　十日町」をテーマとしてさまざま
なイベントが行われました。メイン会場になった越後妻有交流館キナ
ーレには大勢の市民が詰めかけ、各産業が趣向を凝らした催しを楽し
んでいました。閉会式には女子レスリングのメダリストも参加し、会
場を盛り上げていました。

十
日
町
市
環
境
フ
ェ
ア

　

11
月
２
日
㈰
、
越
後
妻
有
交
流
館
キ
ナ
ー
レ

で
第
９
回
十
日
町
市
環
境
フ
ェ
ア
（
十
日
町
市

民
環
境
会
議
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
楽

し
み
な
が
ら
環
境
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
に
開
催
し
た
今
回
の
フ
ェ
ア
に
は
、

16
団
体
が
参
加
。
古
着
を
使
っ
た
布
ぞ
う
り
教

室
や
不
用
コ
ピ
ー
紙
か
ら
は
が
き
を
作
る
体
験

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
会
場
で
は
、
十
日
町
市
下
水
道
フ
ェ
ア
や

生
協
ま
つ
り
（
総
合
生
協
主
催
）、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
（
キ
ナ
ー
レ
主
催
）
も
行
わ
れ
、
多
く

の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

なじだね！ブロードバンド

　来年９月に高速情報通信網が整備され、ブロードバンド（高
速インターネット通信）が市内全域で可能になります。こ
のブロードバンドを家庭やビジネスで有効利用するために、
10月31日㈮・11月１日㈯の２日間、クロス10において「な
じだね！ブロードバンド」が開催されました。31日は長岡
技術科学大学教授の山崎克之さんが、インターネットを利用
したビジネスの可能性について基調講演を行い、続いて福岡
県八女市とインターネット回線を使ったテレビ電話でブロー
ドバンドを使った地域おこしの意見交換をしました。会場に
は最新のブロードバンド機器も展示されました。

十日町の産業大集合　産業フェスタ2008

医
師
が
救
急
現
場
に
出
動

　

10
月
27
日
㈪
、
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

（
管
理
者
：
田
口
直
人
十
日
町
市
長
）
と
新
潟

県
立
十
日
町
病
院
（
塚
田
芳
久
院
長
）
と
の
間

で
、
救
急
現
場
に
お
け
る
救
急
業
務
に
関
す
る

協
定
調
印
式
が
、
十
日
町
病
院
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
救
出
ま
で
に
時
間

を
要
す
る
交
通
事
故
や
生
き
埋
め
な
ど
の
現
場

に
医
師
を
派
遣
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
救

命
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
調
印
後
田
口

市
長
は
、「
医
師
の
派
遣
の
仕
組
み
が
で
き
た

こ
と
で
大
変
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。

100年にわたる記録写真を未来へ

　今年５月に閉館した山内写真館（本町２）所蔵の写真資料
が、去る９月から10月にかけて、情報館に寄託されました。
明治41年の創業以来、地域を記録し続けてきた同館の写真
資料は１万点を超え、内容も風景・行事・産業・人物など多
岐にわたります。３代目の山内景行さん（57歳）は、「せっ
かく地震を乗り越えた資料ですから、ただ保管するより将来
へ役立てたいと思いました。この写真を歴史資料として整理
してもらい、いつでも皆さんが利用できるようになるといい
ですね」と話していました。資料は今後、十日町市古文書整
理ボランティアを中心に整理・保存作業を進めていきます。

　10月上旬から11月上旬にかけて、恒例の公民館まつりが市内各地
域の公民館などで開催されました。10月25日㈯・26日㈰に行われた
松之山公民館まつりでは、上川手歌舞伎をはじめとする芸能祭や美術
展、おにぎり試食会や手打ちそばなど農業祭が行われ、家族連れなど
多くの人でにぎわいました。また、11月１日㈯・２日㈰に行われた
中央公民館まつりでは、スタンプラリーや紙飛行機ゲーム、スーパー
ボールパチンコなどのアトラクションが子どもたちに大人気。このほ
かの会場でも講座生や地域の皆さんの作品展示やステージ発表、バザ
ーなどさまざまなイベントが行われ、多くの人が芸術や文化に親しみ
ながら秋の一日を満喫していました。

秋を彩る公民館まつり　各地で開催

　

10
月
19
日
㈰
、
ク
ロ
ス
10
で
社
交
ダ
ン
ス
＆
福

祉
ダ
ン
ス
交
流
会
（
障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
実

行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
車
い
す

ダ
ン
ス
の
普
及
を
目
的
に
、
２
年
前
に
活
動
を
開

始
し
て
以
来
初
め
て
の
交
流
会
に
は
、
５
０
０
人

以
上
の
人
が
参
加
。
市
内
出
身
で
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー

の
樋
口
幹
也
さ
ん
の
実
演
が
披
露
さ
れ
る
と
、
華

麗
な
ス
テ
ッ
プ
に
会
場
が
沸
き
ま
し
た
。
事
務
局

長
の
小
川
隆
さ
ん（
65
歳
・
四
日
町
新
田
２
）は
、「
イ

ベ
ン
ト
の
計
画
に
２
年
か
か
り
ま
し
た
。
車
い
す

ダ
ン
ス
の
普
及
を
通
じ
て
、
障
害
者
の
社
会
参
加

に
貢
献
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

車
い
す
ダ
ン
ス
で
社
会
参
加
を

中央公民館

松之山公民館
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　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（☎
757─3112内線213）へ、気軽にお寄
せください。
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支出
6億1,511万円

収入
7億6,915万円

水道料金
7億5,059万円
97.6％

その他
337万円
0.4％

特別利益
1,519万円
2.0％

支払利息　9,371万円　15.2％

減価償却費
 1億6,069万円
    26.1％

人件費
1億0,257万円
16.7％

修繕費  8,148万円  13.2％

委託料
4,078万円
6.6％

その他
5,064万円
8.3％

特別損失
2,015万円
3.3％

動力費　6,509万円　10.6％

収  入 3億5,168万円

支  出
7億1,456万円

補償金
7,198万円
20.4％

負担金　1,431万円　4.1％

企業債
2億5,560万円
72.7％

その他
1,309万円
1.8％

加入金　979万円　2.3％

企業債償還金
4億1,689万円
58.3％

配水管
布設替工事
1億8,483万円
25.9％

配水管布設・
耐震化工事ほか
9,975万円
14.0％

損益勘定留保資金など
　　　　3億6,288万円

※収入が支出に対して不足する
　額は、減価償却費などの留保
　資金で補てんします。

※収入が支出に対して不足する
　額は、減価償却費などの留保
　資金で補てんします。

支出
2億3,555万円

収入
3億7,756万円

給水収益
3億7,717万円
99.9％

その他
39万円
0.1％

支払利息　3,500万円　14.9％

減価
償却費
 7,000万円
29.8％

人件費
4,859万円
20.6％

修繕費
1,864万円
7.9％

委託料
1,444万円
6.1％

その他
1,632万円
6.9％

動力費  3,256万円  13.8％

平成19年度水道事業決算と平成20年度上半期の業務状況をお知らせします。
■問合せ＝上下水道局事務係 ☎757-3115（内線93）

（業務量）

１.　給水栓数

２.　年間総給水量

３.　一日平均給水量

４．主な建設改良事業

　　・配水管布設及び布設替工事

　　・施設改良工事

………………………12,144栓

………………3,744,092㎥

………………10,230㎥

……25件

……………………３件

資本的収入及び支出

収益的収入及び支出

20年度上半期の業務状況

19年度決算

※給水栓数は調定件数（平均）です。
※給水量は、調定水量です。

給水業務量の状況
平成20年４月１日〜９月30日

損益計算書
平成20年４月１日〜９月30日

区分
20年度

上半期

19年度

上半期

比　　較

増　減 比率（％）

給水栓数（栓） 12,120 12,136 △16 △0.13

給
水
量

総　量（㎥）1,868,221 1,881,726 △13,505 △0.72

一日平均（㎥） 10,209 10,283 △74 △0.72

※消費税相当分を
　除いて表示。

水道事業のお知らせ水道事業のお知らせ
　
司
会
・
あ
い
さ
つ
の
い
ろ
い
ろ
を

学
び
ま
す
。
●
日
時
＝
11
月
22
日
㈯

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
情

報
館
●
参
加
費
＝
３
０
０
円
●
講
師

＝
Ｆ
Ｍ
と
お
か
ま
ち
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
20
日
㈭

ま
で
に
「
話
の
泉
」
代
表
・
金
子
（
☎

７
５
７
―
２
１
６
３
）
ま
た
は
総
合

政
策
課
自
治
振
興
係
（
内
線
２
３
５
）

　
空
き
家
を
利
用
し
た
地
域
の
茶
の

間
づ
く
り
の
事
例
か
ら
地
域
の
支
え

合
い
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
●
日
時

＝
12
月
９
日
㈫
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
●
会
場
＝
情
報
館
●
参
加
費
＝
無

料
●
定
員
＝
先
着
80
人
●
講
師
＝
河

田
珪
子
さ
ん
（「
う
ち
の
実
家
」
代
表
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
☎
７
５
７
―
８
９
１
８
）

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
①

11
月
19
日
㈬
②
11
月
26
日
㈬
③
12
月

11
日
㈭
午
後
２
時
〜
４
時
●
会
場
＝

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費
＝
無
料
●
内
容
＝
①
う
つ

病
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
Ⅰ
「
う
つ

病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
」
②
基
礎
知

識
Ⅱ
「
う
つ
病
の
対
処
法
に
つ
い
て

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
」
③
「
う
つ

病
の
家
族
を
支
え
る
と
い
う
こ
と
、

家
族
同
士
が
支
え
合
う
こ
と
…
」
●

講
師
＝
有
田
正
知
氏
（
中
条
第
二
病

院
医
師
）、
精
神
保
健
福
祉
相
談
員

ほ
か
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町

地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
地
域
保
健

課
（
☎
７
５
７
―
２
４
０
２
）

●
日
時
＝
21
年
１
月
２
日
㈮
午
前
８

時
〜
９
時
30
分
受
付
・
10
時
〜
開
会

式
・
10
時
30
分
一
斉
ス
タ
ー
ト
●
集

合
場
所
＝
十
日
町
中
学
校
●
種
目
＝

３
㎞
・
５
㎞
・
10
㎞
・
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
（
各
男
女
別
）
※
年
齢
別
な
し

●
参
加
費
＝
一
般
２
、
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
、
０
０
０
円
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
11
月
30
日
㈰
（
必
着
）

ま
で
に
、
申
込
み
用
紙
（
問
合
せ
先

に
配
置
）
に
参
加
費
を
添
え
て
〒
９

４
８
―
０
０
７
２
十
日
町
市
西
本
町

１
市
総
合
体
育
館
（
☎
７
５
２
―
４

３
７
７
）

●
日
時
＝
11
月
26
日
㈬
午
後
６
時
30

分
〜
●
会
場
＝
本
町
分
庁
舎
●
参
加

費
＝
無
料
●
内
容
＝
講
演
「
こ
こ
ろ

と
身
体
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
●
講

師
＝
山
下
正
廣
氏
（
山
下
メ
ン
タ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
●
問
合
せ
＝
連

合
十
日
町
支
部
（
☎
７
５
２
―
７
０

０
５
）

●
日
時
＝
11
月
16
日
㈰
午
前
11
時
30

分
〜
●
会
場
＝
木
落
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
※
前
売
券
（
大
人
８
０
０
円
、

小
学
生
５
０
０
円
）
が
必
要
で
す
●

前
売
券
取
扱
い
＝
永
井
商
店
（
☎
７

６
８
―
２
５
２
０
）
●
問
合
せ
＝
市

観
光
協
会
川
西
支
部
（
☎
７
６
８
―

４
９
５
１
）

●
日
時
＝
11
月
30
日
㈰
午
後
１
時
〜

３
時
30
分
●
会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十

日
町
●
参
加
費
＝
無
料
●
定
員
＝
先

着
30
人
●
講
師
＝
谷
矢
暁
子
さ
ん
●

持
ち
物
＝
絵
の
具
や
筆
な
ど
絵
を
描

く
道
具
（
貸
出
あ
り
）、
描
き
た
い

物
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
日
本
郵
便

十
日
町
支
店
総
務
課
（
☎
７
５
２
―

２
３
９
１
）

　
日
ご
ろ
の
愛
顧
に
感
謝
を
込
め
て

お
も
て
な
し
し
ま
す
。
●
日
時
＝
11

月
23
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）
午
前
10

時
〜
●
会
場
・
問
合
せ
＝
千
手
温
泉

千
年
の
湯
（
☎
７
６
８
―
２
９
８
８
）

●
日
時
＝
11
月
30
日
㈰
午
後
２
時

〜
（
開
場
１
時
30
分
）
●
会
場
＝
市

民
会
館
●
入
場
料
＝
一
般
７
０
０
円

（
当
日
８
０
０
円
）、
中
・
高
生
５
０

０
円
（
当
日
６
０
０
円
）、
小
学
生

以
下
無
料
●
曲
目
＝
「
小
組
曲
」「『
篤

姫
』
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
」
ほ
か
●
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
＝
イ
ト
ー
楽
器
、
楽
器

の
お
ぎ
の
、
中
央
公
民
館
●
問
合
せ

＝
庭
野
（
☎
０
８
０
―
１
１
２
８
―

４
６
５
１
）

●
日
時
＝
12
月
13
日
㈯
午
後
６
時
30

分
〜
●
会
場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
入
場
料
＝
▼
シ
ン

グ
ル
券

：

３
歳
〜
小
学
生
５
０
０

円
、
中
学
生
以
上
１
、
０
０
０
円
▼

フ
ァ
ミ
リ
ー
券

：

１
、８
０
０
円
（
大

人
１
人
・
小
人
２
人
）
●
曲
目
＝
「
ア

ニ
メ
メ
ド
レ
ー
」「
ガ
ム
シ
ャ
ラ
な

風
に
な
れ
」
ほ
か
●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱

い
＝
中
央
公
民
館
、
情
報
館
、
千
手

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
楽

器
の
お
ぎ
の
【
参
加
し
て
く
れ
る
子

ど
も
た
ち
募
集
中
！
】
①
け
ん
ば
ん

ハ
ー
モ
ニ
カ
隊
・
す
ず
隊
②
キ
ッ
ズ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
（
お
子
さ
ん
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
て
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
ま
す
）
●
問
合
せ
＝
【
き

て
み
て
音
楽
会
】
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
実
行
委
員
会
・
山
田
（
☎
０

９
０
―
２
６
５
５
―
０
１
３
０
）

●
日
時
＝
12
月
７
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
入

場
料
＝
１
、
３
０
０
円
（
当
日
１
、

５
０
０
円
）
●
入
場
券
取
扱
い
＝
ク

ロ
ス
10
、
中
央
公
民
館
●
問
合
せ
＝

民
謡
舞
踊
大
競
演
会
実
行
委
員
会
・

佐
藤
（
☎
７
５
７
―
６
２
７
６
）

●
会
期
＝
11
月
19
日
㈬
〜
24
日
㈪
午

千
手
温
泉
千
年
の
湯

７
周
年
感
謝
祭

年
賀
状
の
た
め
の
絵
手
紙
教
室

第
30
回
十
日
町
・
新
雪

ジ
ョ
ギ
ン
グ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
13
回
も
く
ら
く
ぞ
っ
き

（
木
落
）
そ
ば
ま
つ
り

震
災
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

震
災
か
ら
立
ち
上
が
る
文
化
の
祭
典

民
謡
舞
踊
大
競
演
会

十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団

第
34
回
定
期
演
奏
会

話
し
方
講
座

こ
と
ば
の
柔
軟
体
操
！
②

と
お
か
ま
ち
市
民
楽が

っ
こ
う校

県
展
十
日
町
市
・
津
南
町

入
選
作
品
展

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
う
つ
病
」
の
家
族
教
室

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は

　「
こ
こ
ろ
の
健
康
診
断
」

〔税抜〕

〔税込〕
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(高) (笛)

▼
先
日
、施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
毎
年
工
夫
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
環
境
と
体
験
を
テ
ー

マ
に
し
ま
し
た
。
環
境
で
は
市
内
の
企
業

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
燃
料
（
４

月
25
日
号
市
報
）
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
製

造
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
体
験
で
は
、

そ
ば
打
ち
や
和
紙
の
紙
す
き
を
行
い
ま
し

た
。
見
学
ル
ー
ト
に
メ
ダ
リ
ス
ト
を
輩
出

し
て
い
る
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
を
加
え

る
な
ど
内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。
参
加
者

か
ら
は
大
変
な
好
評
を
い
た
だ
き
、
感
謝

の
極
み
で
す
。

▼
自
分
の
中
で
と
り
わ
け
楽
し
み
だ
っ
た

の
が
給
食
体
験
。
最
後
に
給
食
を
食
べ
た

の
が
20
年
ほ
ど
前
と
あ
っ
て
、
感
慨
も
ひ

▼
10
月
27
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
は
読
書

週
間
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
各
地
で

行
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
出
版
業
界
は

今
活
字
不
況
に
陥
り
、
今
年
に
な
っ
て
歴

史
の
あ
る
雑
誌
が
い
く
つ
も
休
刊
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
原
因
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
と
い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
読
書
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
も
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
十
日
町
市
は
情
報
館

と
い
う
誇
れ
る
施
設
が
あ
る
の
で
、
時
々

は
足
を
運
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
最
近
読
ん
だ
本
は
「
夢
を
か
な
え
る
ゾ

ウ
／
水
野
敬
也
」
で
す
。「
ガ
ネ
ー
シ
ャ
」

と
い
う
像
の
形
を
し
た
お
か
し
な
神
様
が

与
え
て
く
れ
る
、
お
か
し
な
課
題
を
こ
な

し
な
が
ら
主
人
公
が
成
功
を
目
指
す
物
語

と
し
お
で
す
。
清
潔
で

工
程
が
管
理
さ
れ
た
給

食
セ
ン
タ
ー
の
給
食
、

う
ま
か
っ
た
で
す
。

で
す
。
自
分
を
変
え
る

の
は
難
し
い
で
す
が
、

読
ん
だ
後
と
り
あ
え
ず

靴
磨
き
を
し
ま
し
た
。

障害のある人を対象とした
ＮＨＫ放送受信料の免除基準が変わりました
　10月１日から、障害者手帳を持っている人を

対象としたＮＨＫ受信料の免除基準が拡大されま

した。申請書は福祉課障害福祉係・各支所市民課

にありますので、該当する人はご利用ください。

※半額免除だった人が全額免除となる場合にも申

請が必要です。今までと免除額が変わらない人は

手続き不要です。

●申請時に必要なもの：障害者手帳、認印

◎問合せ　福祉課障害福祉係　☎757-3782

前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時
※
最
終

日
・
日
曜
日
は
５
時
ま
で
●
会
場
＝

情
報
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ

＝
県
展
十
日
町
市
・
津
南
町
入
選
作

品
展
実
行
委
員
会
・
野
村
（
☎
７
５

２
―
３
６
５
０
）

　
手
打
ち
そ
ば
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
●
日
時
＝
11
月
23
日
（
勤
労
感

謝
の
日
）
午
前
10
時
〜
●
会
場
＝
枯

木
又
地
区
交
流
施
設
「
の
っ
と
こ
い
」

●
参
加
費
＝
大
人
２
、
０
０
０
円
、

小
・
中
学
生
１
、
０
０
０
円
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
11
月
18
日
㈫
ま
で
に

春
川
（
☎
７
５
９
―
２
２
１
６
）

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
税
金
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
20
年
中
（
20

年
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
の
間
）
に

納
付
し
た
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
、
こ
の
証
明
書
と
領
収
書

（
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
間
に
納

め
た
分
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
告
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
―
０
７
０

―
１
１
７
）
ま
た
は
六
日
町
社
会
保

険
事
務
所
国
民
年
金
課
（
☎
０
２
５

―
７
１
６
―
０
８
０
０
）

　
先
ご
ろ
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
信
濃
川
発

電
所
の
宮
中
ダ
ム
で
取
水
量
及
び
維

持
流
量
の
算
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
定
に

不
適
切
な
リ
ミ
ッ
タ
ー
（
水
量
の
観

測
・
記
録
を
阻
害
す
る
装
置
）
の
存

在
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
信
濃

川
発
電
所
で
は
、
次
の
日
程
で
市
民

の
皆
さ
ん
へ
経
緯
及
び
再
発
防
止
策

な
ど
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
●
日

時
＝
11
月
13
日
㈭
午
後
７
時
〜
●
会

場
＝
情
報
館
●
問
合
せ
＝
克
雪
維
持

課
克
雪
利
水
係
（
内
線
２
７
３
）

　
21
年
１
月
４
日
㈰
か
ら
、
県
警
察

で
は
運
転
免
許
証
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化

し
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
運
転
免
許
証

は
、
本
籍
が
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
の
み
記

録
さ
れ
、
読
み
取
り
に
は
暗
証
番
号

が
必
要
と
な
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
が
保
護
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
偽

造
・
変
造
免
許
証
の
作
成
が
困
難
な

の
で
、
不
正
使
用
を
防
止
で
き
ま
す
。

※
手
数
料
は
、
従
来
の
手
数
料
に
４

５
０
円
が
加
算
さ
れ
た
額
と
な
り
ま

す
●
問
合
せ
＝
十
日
町
警
察
署
（
☎

７
５
２
―
０
１
１
０
）

　
10
月
第
２
〜
４
週
に
か
け
て
、
県

内
で
毒
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
が
６

件
発
生
し
、
そ
の
う
ち
１
件
が
十
日

町
保
健
所
管
内
で
の
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
に

よ
る
被
害
で
し
た
。
本
格
的
な
き
の

こ
狩
り
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た

が
、
次
の
点
に
注
意
し
て
食
中
毒
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
急
性
脳

症
と
の
因
果
関
係
が
否
定
で
き
な
い

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
は
、
引
き
続
き
摂
取

を
控
え
て
く
だ
さ
い
。
●
予
防
ポ
イ

ン
ト
＝
①
食
用
と
判
断
で
き
な
い
き

の
こ
は
絶
対
に
食
べ
な
い
・
人
に
あ

げ
な
い
（
必
要
に
応
じ
て
確
実
に
鑑

定
で
き
る
専
門
家
に
判
断
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。
保
健
所
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
）
②
き
の
こ
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
「
言
い
伝
え
」
は
信
じ

な
い
（〈
例
〉
柄
が
縦
に
裂
け
れ
ば

大
丈
夫
→
ほ
と
ん
ど
の
毒
き
の
こ
は

縦
に
避
け
る 

な
ど
）
●
問
合
せ
＝

十
日
町
地
域
振
興
局
衛
生
環
境
課

（
☎
７
５
７
―
２
７
０
７
）

　
定
期
点
検
の
た
め
、
11
月
26
日

㈬
・
27
日
㈭
は
臨
時
休
館
と
な
り
ま

す
。
●
問
合
せ
＝
千
手
温
泉
千
年
の

湯
（
☎
７
６
８
―
２
９
８
８
）

　
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
を
始
め
る
に
は
、
事

前
に
電
子
証
明
書
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ラ
イ
タ
の
準
備
が
必
要
で
す
。

●
入
手
方
法
＝
▼
電
子
証
明
書

：

住

民
票
の
あ
る
市
区
町
村
の
窓
口
で
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）

を
入
手
し
、
申
請
書
な
ど
を
提
出
し

て
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
▼
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

：

家
電
量
販

店
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
で
購
入

で
き
ま
す
※
詳
細
は
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w

.e-ta
x
.

n
ta

.g
o
.jp

で
検
索
●
問
合
せ
＝
十
日

町
税
務
署
（
☎
７
５
２
―
３
１
８
１
）

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
、
県
信
用
保

証
協
会
、
丸
経
資
金
、
市
・
県
制
度

融
資
な
ど
、
年
末
決
済
資
金
や
賞
与

等
運
転
資
金
及
び
設
備
資
金
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
●
日
時
＝
11
月

18
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
６
時

●
会
場
＝
十
日
町
商
工
会
議
所
●
持

参
す
る
も
の
＝
過
去
２
期
分
の
決
算

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
運
転
免
許
証

導
入
の
お
知
ら
せ

ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
を
は
じ
め
よ
う
！

〜
利
用
す
る
前
に
〜

｢

毒
き
の
こ
食
中
毒
注
意
報
」

発
令
中
！

全額免除（世帯構成員に
障害のある人がいる場合）

半額免除（下記の障害の
ある人が世帯主の場合）

身
体
障
害
者

世帯構成員全員が
市民税非課税の世帯

◦視覚・聴覚障害者
◦１・２級の身体障害者

知
的
障
害
者

世帯構成員全員が
市民税非課税の世帯 Ａ級の知的障害者

精
神
障
害
者

世帯構成員全員が
市民税非課税の世帯 １級の精神障害者

国
民
年
金
保
険
料
控
除

証
明
書
を
送
付
し
ま
す

Ｊ
Ｒ
東
日
本
信
濃
川
発
電
所

水
量
記
録
不
適
切
事
案

市
民
説
明
会

新
そ
ば
の
会

千
手
温
泉
千
年
の
湯
臨
時
休
館

金
融
相
談
会

書
・
申
告
書
、
直
近
の
試
算
表
、
印

鑑
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
前
日
ま
で

に
十
日
町
商
工
会
議
所
（
☎
７
５
７

―
５
１
１
１
）

【
電
話
受
付

：

☎
０
２
５
―
２
５
０

―
０
１
２
１
ま
た
は
☎
０
５
０
―
３

４
３
７
―
０
７
４
２
】
●
日
時
＝
11

月
28
日
㈮
〜
30
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
７
時
（
28
日
は
午
後
１
時
〜
）【
相

談
会
（
要
予
約
）】
●
日
時
＝
12
月

13
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
●
会

場
＝
新
潟
大
学
五
十
嵐
キ
ャ
ン
パ
ス

（
新
潟
市
）
●
問
合
せ
＝
田
中
（
☎

０
９
０
―
６
２
７
４
―
６
８
７
９
）

　
11
月
17
日
㈪
〜
23
日
（
勤
労
感
謝

の
日
）
は
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間
で
す
。
期
間
中
は
、

差
別
や
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性

の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。
●
電
話
番
号
・
受
付
時

間
＝
☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１

０
▼
平
日

：

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時
▼
土
・
日
曜
日

：

午
前
10
時
〜

午
後
５
時
※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か

ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
●
相
談
員
＝

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員
●
問

合
せ
＝
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支

局
（
☎
７
５
２
―
２
５
７
５
）

　「
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
」

の
防
止
と
「
賃
金
不
払
残
業
」
の
解

消
に
は
、
労
働
時
間
を
適
正
に
把
握

し
、
時
間
外
労
働
へ
の
適
切
な
対
処

が
必
要
で
す
。
期
間
中
は
事
業
所
へ

の
監
督
指
導
の
ほ
か
、
11
月
22
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
全
国
一
斉

「
労
働
時
間
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」（
☎
０

１
２
０
―
８
９
７
―
７
１
３
）
を
実

施
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
新
潟
労
働

局
労
働
基
準
部
監
督
課
（
☎
０
２
５

―
２
３
４
―
５
９
２
２
）

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

　
10
月
25
日
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

寄付ありがとう
10月25日届出分まで(敬称略)

●とおかまち応援寄附金へ＝高橋豊

（新潟市）関口充（埼玉県朝霞市）

若月善郎（埼玉県川口市）

●交通遺児等援助基金へ＝十日町高校

定時制生徒会（36,844円）

●地域福祉基金へ＝中条病院北和会患

者会（13,010円）障害者の社会参

加促進実行委員会委員長小野塚新

一（100,000円）村越家和（野口）

●情報館へ＝高橋八十八（福島）関口

賢治（宮下東）高木理視（新座１）

庭野勇吉（高田町３西）津南町お

かあさんのひろば（津南町）刈谷

市中央図書館（愛知県刈谷市）㈶

日本学術協力財団（東京都港区）

赤堀芳和

●博物館へ＝村山貞夫（寿町１）桾沢

幸吉（稲荷町３本通り）山田憲一（四

日町新田２）大熊喜一（中条上町）

太田玄（北鐙坂２）

　秋も深まり、多くの皆さんが山へ出かける季節となりま

した。しかし、十日町消防本部管内では毎年７〜８件、登

山や山菜採りなどによる行方不明や滑落事故が発生してい

ます。

　楽しいはずの紅葉狩りやきのこ狩りも、一歩間違えば大

惨事となります。次のことに注意し、無理な計画・行動は

避けるようにしましょう。

◆行き先など計画を家族や周囲の人に告げて出かける。

◆単独行動を避け、できるだけ複数で山に入るようにする。

◆携帯電話があれば持参する。

◆慣れた場所でも油断は禁物。

◆自分の体力・年齢にあった行動を取る。

※山の中でも、携帯電話が通じる場所があります。いざと

いうときは警察・消防へ通報してください。

○問合せ　十日町地域消防本部警防課救助係

　　　　　☎757-0119

山での遭難事故に気を付けましょうクマ・イノシシに注意！

た
。
５
ペ
ー
ジ
・
入
園
申
込
み
案
内

【
私
立
幼
稚
園
】
の
中
で
、
愛
宕
幼

稚
園
の
募
集
人
員
が
60
・
定
員
が
１

６
０
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
正
し
く

は
募
集
人
員
が
30
・
定
員
が
１
０
０

で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

新
潟
大
学
法
学
部 

法
律
相
談
部

無
料
法
律
相
談
会

11
月
は
「
労
働
時
間
適
正
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
で
す

　本来は山奥やほかの地域に生

息していたクマ・イノシシの生

態系が変わり、十日町地域でも

足跡などの行動形跡が多く見ら

れるようになりました。

　今年は、山の木の実などが不

作のためか、里地への出没が多

発しています。きのこ狩りや山

遊びの際は十分に注意してくだ

さい。山に入るときは、ラジオ

やクマよけの鈴、大きな声を出

すなどで自分の存在を示すよう

心がけましょう。

　クマやイノシシの形跡を発見

したときは、農林課へ連絡して

ください。

○問合せ　農林課林政農災係

　　　　　☎757-9917

20市報とおかまち『だんだん』平成20年11月10日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち『だんだん』平成20年11月10日号21

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



発表会うまくいったよ

水落優
ゆう

斗
と

さん（１年）

佐藤　巧
たくみ

さん（３年）

高橋ひかりさん（５年）

生越　雅
みやび

さん（２年）

樋口　空
そら

さん（６年）

　かいじゅうが好きなので、かいじゅうの卵が宇宙に飛んで行って卵から生まれたところを描きました。まわりには月と流れ星を描きました。

　鳥が好きなので、ペリカンを作ろうと
思いました。自分で作った設計図をもと
に作りました。ペリカンが乗っている台
に階段をつけるところを工夫しました。

　貝野川に探検に行ったときの絵で

す。みんなで滝を登り、びしょぬれ

になりました。川の水の色をいろい

ろな色を合わせて違う色にしました。

　学校で飼っているザリガニと遊ん

でいるところを想像して描きまし

た。２匹の結婚しているザリガニの

顔がじょうずに描けました。

　中峰スキー場の近くの神明神社を描きました。神社の壁の板の色を１枚１枚描いたり、周りの木も全部違うので大変でしたが、うまく描けました。

か
い
じ
ゅ
う
が
う
ま
れ
た
よ

　
ペ
リ
カ
ン

　
滝
へ
の
挑
戦

た
の
し
い
ザ
リ
ガ
ニ
の
国

　
神
明
神
社

　

情
報
館
で
ピ
ア
ノ
の
発
表
会
を

し
た
と
き
の
絵
で
す
。
ピ
ア
ノ
を

弾
い
て
い
る
手
や
鍵
盤
が
難
し
か

っ
た
け
ど
、
う
ま
く
描
け
て
よ
か

っ
た
で
す
。

池
田
し
ず
か
さ
ん（
4
年
）

22市報とおかまち『だんだん』平成20年11月10日号

■ 人　口  61,446人（－54） 男  30,079人（－20）  女  31,367人（－34）
■ 世帯数  19,969世帯（＋３） 10月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

41

下
条
小
学
校
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